十二月 始めの ある 日、 珍しく よく 晴れて、 そして 風 

のちつ ともない 午前に、 私 は 病床から 這い 出して 縁側 

で 日向ぼっこ をして いた。 都会で は 滅多に 見られぬ 強 

烈な 日光が じかに 顔に 照りつ ける のが 少し 痛い ほどで 

ふとん 

あった。 そこに 干して ある 蒲団から は ぼか ぼかと 暖か 

い 陽炎が 立って いるよう であった。 湿った 庭の 土から 

は、 かすかに 白い 霧が 立って、 それが わずかな 気紛れ 

な 風の 戦ぎ にあ おられて 小さな 渦 を 巻いた リ していた _ 

子供 等 は 皆 学校へ 行って いるし、 他の 家族 もど こで 何 

をして いるの か 少しの 音 もしなかった。 実に 静かな 穏 

やかな 朝であった。 



いたか、 こう一 枚の 浅 草紙に なって しまった 今では 再 

びそれ をた どって 見る ようはなかった。 私 はた だ 漠然 

と 日常の 世界に 張リ 渡された 因果の 網目の 限り もない 

複雑さ を 思い 浮べる に 過ぎなかった。 

かま 

あらゆる 方面から 来る 材料が 一 つの 釜で 混ぜられ、 

こなされて、 それから また 新しい 一 つの ものが 生れる 

という 過程 は、 人間の 精神 界の 製作 品に も それに 類似 

した 過程の ある 事 を 聯想 させない 訳に は ゆかなかった。 

そのような 聯想から 私 はふと エマ ー ソンが 「シ ェ— 

ク スピア 論」 の 冒頭に 書いて ある 言葉 を 思 いだした。 

「価 K の ある 独 創 は 他人に 以な いという 事で はな 



ぺ ー パ— や 活字の 断片が そのままに 眼に つくう ち はま 

だ 改良の 余地 は ある。 

ラスキン を ほうり 出して、 浅 草紙 を また 膝の 上へ 置 

ごほう 

いたま ま、 うとうと していた 私の 耳へ 午砲の 音が 響い 

て 来た。 私 は 飯 を 食うた めに このような 空想 を 中止し 

なければ ならない のであった。 

(大正 十 年 一 月 『東京 日日 新聞』) 
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